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研 究

幼児の就寝・起床時刻が母親の生活と

　　　　　　養育態度に及ぼす影響

鈴木美枝子1），平岩　幹男2），衛藤 隆3）
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〔論文要旨〕

　1歳，1歳8か月，3歳6か月，4歳6か月児健診を受診した幼児の母親2，876名を対象とし，幼児の就寝・起

床時刻が，母親の生活と養育態度に及ぼす影響について検証した。幼児の就寝・起床時刻は，日中の養育環境の影

響を受け，保育園児の母親が余裕のない子育てをしている可能性が示唆された。また，この養育環境による差異を

排除して，幼児の就寝・起床時刻との関連を分析したところ，母親の生活や養育態度に良い影響を与えている共通

点は「幼児の早寝」であった。子どもが早寝をすることで，母親の睡眠が十分取れていると感じ，子育ての負担感

や不安感が軽減できる可能性が示唆された。
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1．はじめ1に

　近年，幼児の就寝・起床時刻は，年々遅れる傾向が

みられ，幼児の心身への悪影響が危惧されている1・2）。

神経系が未熟な乳幼児期に，睡眠リズムが確保されな

いことで，身体的不調を訴える子どもも増えているこ

とが指摘されている3）。また幼児の睡眠リズムが，幼

児自身の発育・発達にも影響を及ぼしていたり4），幼

児の睡眠に関わる問題が，幼児の問題行動とも関連が

あることが報告されたりしている5）。また幼児の睡眠

時間の長さや就寝時刻の早さが，幼児の心の健康を高

めるのに影響を与えているとした報告もある6）。

　これまでの研究では，幼児の就寝・起床時刻は幼

児の生活状況との関連から述べられることが多かっ

た7）。子ども，ことに幼児の睡眠リズムは，家庭内で

の生活に左右される可能性が高いことが報告されてお

り3），生後8か月を過ぎるころには，子どもの睡眠覚

醒リズムは家庭の生活リズムからの影響を受けるよう

になるとした報告もある8）。子どもの睡眠リズムを左

右しているのは家庭の中心を担っている母親である可

能性があるが，子どもの睡眠リズムが母親にどのよう

な影響を与えうるかという視点で研究された報告は少

ない。

　Peiyoong　Lamら5）は，子どもがたびたび夜中起き

たり，添い寝をしてほしがったりするなど，子どもの

睡眠に関する問題をかかえている3～4歳の幼児を

持つ母親の窺うつが高い傾向にあることを報告してい

る。同様に堀田ら9）は，6か月児を持つ母親を対象と

した研究の中で，子どもの寝つきが悪い，子どもの睡

眠時間がまちまちなど，子どもの睡眠に関する育児ス

トレスが母親の抑うつと関連があることを報告してい

る。平松ら10）は，3～4か月および9～10か月の乳児
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の睡眠時間が母親の育児ストレスと関連していること

を報告している。しかし，幼児期の子どもの睡眠リズ

ムが，母親の生活や養育態度にどのような影響を与え

ているかを検証してはいない。

　そこで本研究では，1歳　1歳8か月，3歳6か月，

4歳6か月児における幼児の就寝・起床時刻の特徴を

明らかにし，幼児の就寝・起床時刻が，母親の生活や

養育態度とどのように関連しているめかを明らかにす

ることを目的とした。なお本研究においては，生態リ

ズムの観点から睡眠の中心である夜間睡眠における就

寝・起床時刻を重視したこと，昼寝については回答が

曖昧で，一定した評価ができなかったことから昼寝を

分析の対象から除外した。

1．研究方法

1．対　象

　平成16年4月～9月までの間に，大都市圏のX市で

行っている集団健診である1歳児，1歳8か月児，3

歳6か月児，4歳6か月児の各健診受診対象となった

幼児，計2，876名とその母親とし，そのうちの有効回

答者を分析対象とした。

2．方　法

　上記4健診の通知書を郵送する際に，問診表ととも

に母親の現在の生活および養育態度を調査する質問紙

を同封し，事前に記入してもらい，母親の承諾を得て

健診当日回収した。その質問紙と，施設長の承認を得

てから収集したカルテの情報とを合わせて調査分析し

た。

3．調査内容

　全対象児について，出生順位，就寝時刻，起床時刻，

日中の主な養育環境，母親の生活および養育態度につ

いて調査した。

i．日中の主な養育環境

　幼児が主に養育されている環境について，1歳児，

1歳8か月児については自宅か保育園かを，3歳6か

月児，4歳6か月児については自宅か保育園か幼稚園

かをたずねた。

ii．母親の生活や養育態度に関する調査項目

　毎日の朝食の摂取，生活上の悩み事の有無睡眠が

十分に取れているかなど母親自身の生活について9項

目と，子どもと遊んでいると楽しいかなど養育態度に
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関する9項目を質問した。

　調査内容は，母子健：康手帳の保護者の記録欄および

X市の乳幼児健診における問診内容を参考にして選択

した。

4．分析方法

i，就寝・起床時刻について

　出生順位，および日中の主な養育環境による就寝・

起床時刻の平均値を比較した。2群間の平均値の差の

検定にはt検定を行った。この際事前にF値を算

出して正規性の確認をした。3群間（養育環境）の平

均値の差の検定には一元配置分散分析を用いた。

ii。母親の生活や養育態度と養育環境との関連

　全対象者について，母親の生活や養育態度の回答と，

養育環境との間でクロス表を作成しz2検定を行った。

iii．母親の生活や養育態度と幼児の就寝・起床時刻との

　関連

　養育環境による差異を排除するために，1歳　1歳

8か月児は，保育園児を除き最も母集団の大きい自宅

児のみを，3歳6か月，4歳6か月児は，同様に保育

園児と自宅児を除き最も母集団の大きい幼稚園児のみ

を分析対象とした。この際，1歳，1歳8か月児にお

ける保育園児，3歳6か月，4歳6か月児における自

宅児，保育園児に関しては，それぞれ対象数が少なく

分析に適さないため，分析対象から除いた。

　就寝時刻に関しては，先行研究11）を参考にし，さら

に21時台に就寝する幼児が最も多いため，21時台まで

に就寝する群（早寝群）と22時以降に就寝する群（遅

寝群）の2群に分類した。起床時刻に関しては，午前

7時台に起床する幼児が最も多いため，午前7時台ま

でに起床する群（早起き群）と8時以降に起床する群

（遅起き群）の2群に分類した。

　そのうえで就寝・起床時刻をつき合わせて，早寝早

起き群，早寝遅起き群，遅牛早起き群，遅寝遅起き群

の4群に分類した。

　母親の生活や養育態度の回答と，就寝・起床時刻の

4群問でクロス表を作成しX2検定を行った。統計解析

には，統計処理ソフトSPSS13．OJを用いて行った。

5．倫理的配慮

　各健診時に，予め郵送して調査内容の記入を依頼し

た質問紙を，母親の同意を得てから回収した。健診後

のカルテからのデータはX市の担当部署の担当参事
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が決裁し，匿名化したうえで本研究に必要な内容のみ

を使用した。また，本研究は施設長に文書で承認を得

てから実施した。

皿．結 果

1．対象の属性および有効回答率

　1歳児，1歳8か月児，3歳6か月児，4歳6か月

児の各健診の受診対象者2；876畠中，有効回答が得ら

れたのは2，095名（有効回答率72．8％）であり，その

内訳は，1歳児549名，1歳8か月児578名，3歳6か

月児533名，4歳6か月児435名であった。

　対象の属性については表1に示した。出生順位は，

どの年齢においても第1子が第2子以降を上回った。

また日中の主な養育環境は年齢によって構成が異な・

り，1歳児，1歳8か月児では8割以上が自宅で養育

されているのに対し，3歳6か月児，4歳6か月児で

は，幼稚園に通っている幼児が最も多かった。

2．就寝・起床時刻の概要

i．全体の就寝・起床時刻

　全体では，就寝時刻では21峰台が，起床時刻では7

時台が最も多かった。

　19時台までに就寝する幼児は3．0％，20時台が

17．2％，21時台が43．8％，22時台が25，2％，23時台が

8．6％，24時台以降が2．2％であった。22時以降に就寝

する幼児は36．0％であった。

　5時台までに起床する幼児は2．1％，6時台が

23．8％，7時台が51．2％，8時台が17．6％，9時台が

4．3％，10時台以降が1．0％であった。

ii。年齢別の就寝・起床時刻

　年齢別の就寝・起床時刻を図1に示した。就寝・起

床時刻とも，早い幼児から順に累積していった結果を

示している。

　22時以降に就寝する幼児の割合は，1歳児で

45．0％，1歳8か月児で37．7％，3歳6か月児で

34．7％，4歳6か月児で24．5％と，年齢とともに減少

した。

　9時以降に起床する幼児の割合は，1歳児で8．6％，

1歳8か月児で6．0％，3歳6か月児で4．4％，4歳6

か月児で4．3％と，同様に減少した（図1）。

iii．出生順位と就寝・起床時刻との関連

　出生順位（第1子および第2子以降）別の就寝・起

床時刻の平均値を表21に示した。

　1歳児，1歳8か月児において，就寝・起床時刻と

表1　対象児の属性 人（％）

1歳 1歳8か月　　3歳6か月　　4歳6か月 野

性　別
男
女

295（　53．7）　319（　55，2）　267（　50．1）　228（　52．4）　1，109（　52．9）／

254（　46．3）　259（　44．8）　266（　49．9）　207（　47．6）　986（　47．1）

出生順位
　第1子　　291（53．0）　314（54．3）　290（54．4）　262（60．2）1，157（55．2）

第2子以降　　258（47．0）　264（45．7）　243（45．6）　173（39．8）　938（44．8）

　　　　　　　　　自　宅
日中の主な養育環境　　保育園

　　　　　　　　　幼稚園

483（　88．0）　488（　84．4）

66（　12．0）　90（　15．6）

179（　33．6）　8（　1．8）

104（　19．5）　76（　17．5）

250（　46．9）　351（　80．7）

1，158（　55．3）

　336（　16．0）

　601（　28．7）

十晶＝
口

549（100．0）　578（100．0）　533（100．0）　435（100．0）　2，095（100．0）
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表2　出生順位および日中の主な養育環境による就寝・起床時刻の平均値±SD

1歳 1歳8か月

就寝±SD　p値 起床±SD　p値 就寝±SD　p値 起床±SD　p値

出生順位
　第1子

謔Q子以降

21：52±1：09

Q1：24±1＝01　＊＊＊

7：26±1：08

U：05±0：51　＊＊＊

21：44±1：02

Q1：19±0：56　＊＊＊

7：20±0：59

V：11±0：48　＊

日中の主な養育環境

自　宅

ﾛ育園

c稚園

21141±0：09

Q1：23±0139　＊＊

@　　一

7：22±1：02

U：39士0：40　＊＊＊

@　一

21132±1：02

Q1：29±0：54　一

@　　一

7：22±0：53

U：46±0：51　＊＊＊

@　一

全体 21：39±1107 7：16±1：01 21：32±1：01 7：16±0：55

3歳6か月 4歳6か月

就寝±SD　p値 起床±SD　p値 就寝±SD　p値 起床±SD　p値

出生順位
　第1子

謔Q子以降

21：24±1：47

Q1：16±0：51　一

7：18±0：46

V：11±0：41　＊

21：17±0：53

Q1：10±0：42　一

7：12±0：36

V：03±0：36　＊

日中の主な養育環境

自　宅

ﾛ育園

c稚園

21：34±1149
Q1：43土0：42　艸＊

Q1：00±1：17

7：36±0：48

U：58±0：35　＊＊＊

V：06±0：38

21：38±0：57

Q1：45±0：35　＊＊＊

Q1：07±0：49

7：11±0：45

U：55±0：31　＊＊

V：11±0：37

全体 21：20±1：26 7：14±0：44 21：14±0：49 7：08±0：36

2群間の差はt検定，3期間の差の検定は分散分析による：一n．s。“p＜0．05　＊＊p＜0．01　＊““　p＜0．001

もに有意な関連がみられた。3歳6か月児，4歳6か

月児においては，起床時刻に有意な関連がみられた。

iv．日中の養育環境と就寝・起床時刻との関連

　日中の養育環境別に就寝・起床時刻の平均値を算出

したものを表2に示した。

　1歳児においては就寝・起床時刻ともに，1歳8か

月児においては起床時刻に有意差がみられた。

　3歳6か月児，4歳6か月児においては，就寝・起

床時刻ともに有意な関連がみられた。

3．母親の生活および養育態度について

i．日中の養育環境との関連

　母親の生活および養育態度と日中の養育環境との関

連について表3に示した。

　母親の生活に関しては，母親の毎日の朝食摂取にお

いて1歳8か月児，3歳6か月児で有意差が認められ，

いずれも保育園児の母親が摂取していない傾向がみら

れた。生活上の悩み事の有無では，1歳児で有意差が

認められ，保育園児の母親が悩み事を抱えている傾向

がみられた。母親が自分の時間に余裕があるかでは，

1歳8か月児，3歳6か月児，4歳6か月児で有意差

が認められ，いずれも保育園児の母親が時間に余裕が

ない傾向がみられた。母親の睡眠が十分に取れている

かは，1歳8か月児において，有意に保育園児の母親

が取れていない傾向がみられた。

　養育態度に関しては，3歳6か月児以外の年齢で，

各項目とも養育環境と有意な関連はみられなかった。

3歳6か月児では子どもの発達について気になること

があるかで有意差がみられ，自宅児の母親が気にして

いる傾向がみられた。子どもと遊んでいると楽しいか

でも有意差がみられ，自宅児の母親が楽しいと思わな

い傾向がみられた。子どもから離れて一一・人になりたい

と思うことがあるかでも有意差がみられ自宅児の母親

が子どもから離れて一人になりたいと思う傾向がみら

れた。

ii．就寝・起床時刻との関連

　母親の生活および養育態度と幼児の就寝・起床時刻

との関連（養育環境別）について表4に示した。

　母親の生活に関しては，母親の毎日の朝食摂取は，

どの年齢においても，幼児の就寝・起床時刻と有意差

が認められ，どの年齢も早寝早起き群の子どもの母親

が，毎日朝食を摂取している傾向がみられた。

　生活上の悩み事の有無でも，どの年齢においても，

就寝・起床時刻と有意な関連があった。1歳　1歳8

か月の自宅児では，早寝遅起き群の子どもを持つ母親

が，最も悩み事を抱えない傾向がみられた。3歳6か

月，4歳6か月の幼稚園児では，早寝早起き群の子ど

もを持つ母親が，最も悩み事を抱えない傾向がみられ

た。

　母親の睡眠が十分に取れているかは，1歳8か月の
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自宅児で就寝・起床時刻と有意な関連があり，早寝遅

起き群の子どもを持つ母親が最も睡眠が十分取れてい

る傾向がみられた。

　養育態度に関しては，子どもの発達について気にな

ることがあるかで，1歳8か月の自宅児で就寝・起床

時刻と有意差が認められ，早寝遅起き群の子どもを持

つ母親が最も子どもの発達について気になることがな

い傾向がみられた。

　子どもと遊んでいると楽しいかは，4歳6か月児の

幼稚園児で就寝・起床時刻と有意差が認められ，早寝

早起き群の子どもを持つ母親が最も子どもと遊んでい

ると楽しいと感じる傾向がみられた。

】V．考 察

1．幼児の就寝・起床時刻の特徴

　本研究の対象となった幼児は，健診時の発育・発達

の値等より，ほぼわが国の平均に一致した。本研究に

おいて，1歳，1歳8か月，3歳6か月，4歳6か月

の4段階における就寝・起床時刻の分布を表すことが

できた。全体的な割合としては，平成12年度幼児健康

度調査報告書1）と比較して，22時以降に就寝する幼児

は少なく，逆に9時以降に起床する幼児は多い傾向に

あった。ベネッセ教育研究開発センターが行った第3

回幼児の生活アンケート12）によると，2005年（サンプ

ル数：2，297名）の幼児の就寝・起床時刻は2000年（サ

ンプル数＝1，601名）に比べて早まる傾向がみられ，

幼児たちは以前よりは早寝早起きになっているとして

いるが，本研究においては，第3回幼児の生活アンケー

トより22時以降に就寝する幼児の割合は多く，9時以

降に起床する幼児の割合はほぼ同じであった。

　すべての年齢において，保育園児が最も起床時刻が

早いのは，母親の就労時刻に合わせて子どもの起床時

刻が早められるためではないかと思われる。また，保

育園児と自宅児で，就寝時刻が遅いのは，園生活や自

宅で昼寝をしている可能性が高く，夜間睡眠の少なさ

を昼寝をすることで補っているのではと考えられる。

　年齢別にみると，年齢とともに極端に遅い就寝・起

床時刻は減少し，全体として就寝・起床時刻ともに早

まっていく傾向がみられた。年齢が上がるにつれて，

遅寝や遅起きの幼児が減少すること，年齢が低いとき

は，第1子に比べ，第2子以降の方が有意に早寝や早

起きしていること，幼児の日中の養育環境により，就

寝・起床時刻ともに有意差があることなどから，幼稚

小児保健研究

園などの集団生活に幼児自身が入ったり，あるいは兄

姉が集団生活に入ったりすることで，幼児の就寝・起

床時刻は早まることが示唆された。

2．母親の生活および養育態度と日中の養育環境との関連

　母親の生活に関して，有意差のあった項目をみてみ

ると，毎日朝食を摂取していない，生活上の悩み事を

抱えている，自分の時間に余裕がないといった傾向を

示しているのは保育園児の母親であった。どの年齢に

関しても，保育園児の母親は，他の養育環境の母親と

比較して余裕のない育児生活を送っている可能性を示

唆するものとなった。

　一方，養育態度に関しては，3歳6か月児以外は有

意差がみられなかった。3歳6か月児では，自宅児の

母親が，子どもの発達を気にしたり，子どもと遊んで

いても楽しいと感じなかったり，子どもから離れて一

人になりたいと思う傾向がみられた。3歳6か月とい

う年齢は，3年保育で年少児として幼稚園に通園する

幼児，保育園に在籍する幼児，2年保育をめざして自

宅で養育されている幼児の3種に大別されるため，母

親の育児環境が最も多様化している時期である。その

ため，自宅で養育している母親にとっては，身近な情

報が入りにくく，発達について不安を持ちやすかった

り，母親が一人になる時間が少ないために，子ども

から離れて一一人になりたいと感じたり，子どもと遊ん

でいても楽しいと思えなかったりしている可能性もあ

る。3歳6か月児を持つ母親に対しては，子どもが集

団生活に属していない場合，健診時に特に念入りに声

かけをしていく必要がある。

　しかし4歳6か月児においては，これらに有意差が

みられなかった。これは自宅児が8名しかいないため

に，統計上有意差が認められなかったことも考えられ

るが，大多数の子どもがある集団に属することで，孤

立による母親の育児上の不安感や負担感は軽減された

結果ではないかとも考えられる。集団に属することで，

母親同士影響を受け合ったり，保育士や幼稚園教諭か

ら助言をもらえたりするため，母親の育児上の不安感

や負担感が軽減される可能性が考えられる。

3．母親の生活および養育態度と幼児の就寝・起床時刻

　との関連

幼児の就寝・起床時刻は，親によって影響を受ける

ことが報告されており1＆14），本来幼児の就寝・起床時

Presented by Medical*Online



第70巻　第4号，2011

刻は親の考え方に左右されると考えられる。本研究に

おいては，幼児の就寝・起床時刻と母親の生活や養育

態度が関連していることが示唆された。平松ら10）が作

成した表によると，子どもが9か月時点において，子

どもの就寝・起床時刻が遅い群で，母子関係が良好で

ないことが示されている。本研究においても，年齢に

よって多少項目が違うが，幼児の就寝・起床時刻は母

親の生活や養育態度と有意に関連していた。

　どの年齢においても，早寝早起き群の幼児の母親が

有意に毎日朝食を摂取している傾向がみられたが，子

どもに規則正しい生活をさせている母親は自分も毎日

朝食を摂取していることが示唆された。

　生活上の悩み事の有無に関しては，1歳児，1歳8

か月児の自宅群では，早寝遅起き群の子どもを持つ母

親が悩み事を抱えていない傾向がみられた。一方遅寝

早起き群の子どもを持つ母親が悩み事を抱えている傾

向がみられた。また養育態度の質問項目でも，1歳8

か月児の早寝遅起き群の子どもを持つ母親が，子ども

と遊んでいると楽しいと感じる傾向がみられた。これ

は，自宅で過ごしている就園前の1歳児や1歳8か月

児頃の子どもを持つ母親は，子どもが夜間睡眠を長く

取ることで，母親が自分の睡眠も十分に取れていると

感じ，子どもに対する養育態度にも良い影響を与えて

いることを示唆している。

　母親の養育態度にとっては良い影響を与えている子

どもの早寝遅起きだが，子どもにとってはどうだろう

か。子どもは，新生児期は3～4時間寝て授乳すると

いう睡眠・覚醒リズムを取っているが，3～4か月を

過ぎると，周期が24時間より長い生体時計を，毎朝の

光や朝食および社会的環境を手がかりにして周期24時

間の地球時間に同調させることが可能となるといわれ

ている14）。つまり1歳児や1歳8か月児の幼児は，す

でに朝の光を浴びることで生体時計を調節していると

いうことになる。朝早起きをするということは，1歳

児や1歳8か月児の幼児にとっては，その後の生体リ

ズムを獲得するうえでも重要であると思われる。

　母親にとって楽な状況と，子どもの発育発達にとっ

て良い状況とは，必ずしも一致しないのが子育てでは

ないだろうか。本研究の結果は，それを示唆するもの

であると思われる。

　なお，本研究における早起きと遅起きの境界は午前

8時であるため，実際には8時を少し過ぎた幼児も遅

起き群に分類されている。今後昼寝も分析対象とし，
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する必要がある。

　一方，3歳6か月児，4歳6か月児の幼稚園群で

は，生活上の悩み事の有無に関して，早寝早起き群の

子どもを持つ母親が悩み事を抱えていない傾向がみら

れた。また養育態度の質問項目でも，4歳6か月児の

早寝早起き群の子どもを持つ母親が，子どもと遊んで

いると楽しいと感じる傾向がみられた。これは，幼稚

園という集団生活に子どもが入ることで，必然的に起

床時刻が早まり，早寝早起き群の割合が増えると同時

に，子どもが早寝をして規則正しい生活をすることで，

母親の養育態度に良い影響を与えていることを示唆し

ている。

　この1歳児，！歳8か月児自宅群と，3歳6か月児，

4歳6か月児幼稚園群とで，母親の生活や養育態度に

良い影響を与えている共通点は「幼児の早寝」である。

子どもが早寝をすることで，母親の睡眠が十分取れて

いると感じ，子育ての負担感や不安感が軽減できる可

能性は示唆されたといえよう。

V．本研究の限界と今後の課題

　本研究は，幼児の就寝・起床時刻のみに注目して分

析を行った。しかし昼寝をする年齢を対象としている

ため，睡眠に関する分析を行ううえでは昼寝も分析対

象とすべきであり，また睡眠の質を考慮に入れた分析

ができなかった点についても，研究に限界があるとい

える。今後は，さらに母親の属性や父親の属性（帰宅・

出勤時刻なども含む）なども調査項目に入れ，養育環

境に関しても詳細に検討したうえで，因果関係が特定

できるよう解析方法についても検討することが課題で

ある。

M．ま　と　め

本研究において，幼児の就寝・起床時刻の特徴，お

よびそれらが母親の生活や養育態度に及ぼす影響な

ど，以下のことが示唆された。

1．幼児の就寝・起床時刻は，年齢とともに非常に遅

　い就寝・起床時刻は減少し，全体として早寝早起き

　になる傾向がみられた。幼児が幼稚園・保育園など

　の集団生活に入ることで，早寝早起きするようにな

　ることが推察された。

2．母親の生活および養育態度と幼児の日中の養育環

境との関連では，保育園児の母親が余裕のない育児
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生活を送っている傾向が示唆された。また，3歳6

　か月児に関しては自宅児の母親が，育児の不安感や

負担感を感じている傾向が示唆された。

3．母親の生活および養育態度と幼児の就寝・起床時

刻は関連することが示唆された。1歳，1歳8か月

児の自宅群においては，早寝遅起きの子どもを持つ

母親が育児の負担感を感じていない傾向があり，子

　どもの夜間睡眠が長いことが，母親の養育態度に良

い影響を与えていることが示唆された。

　　一方，3歳6か月児，4歳6か月児の幼稚園群

　においては，早寝早起きの子どもを持つ母親が育児

の負担感を感じていない傾向があり，子どもが早寝

早起きをして規則正しく園生活をすることが，母親

　の養育態度に良い影響を与えていることが示唆され

　た。

　　各年齢の幼児の共通点として，幼児が早寝するこ

　とで母親の生活や養育態度に良い影響を与えている

可能性が示唆された。

　本論文の要旨の一部は第108回日本小児科学会学術集会

（2005年，東京）において発表した。
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（Summary）

　Background：Recently，　the　issue　of　children　going　to

bed　late　and　wakmg　up　late　has　become　a　social　problem

in　Japan．　Although　other　researchers　have　reported　that

children’s　sleep　patterns　do　affect　their　attitudes　and

behavior，　little　is　known　about　the　relationship　between

the　sleep　patterns　of　children　and　the　behaviors　and　feel－

ings　of　their　mothers．　We　attempted　to　study　reveal

that　sleep　patterns　in　a　child　could　affect　the　mother’s　at－

titude　in　daily　1ife　．

　Methods：Our　study　was　performed　in　2004　at　X

city，　Japan．　We　surveyed　mothers　of　children　aged　12，

20，　42，　and　54　months．　Bedtimes　and　wake－up　times　of

children，　conditions　in　mothers，　and　feeiings　for　their

children　were　reported　by　mothers．　We　compared　a

mother’s　auitudes　toward　her　chiild　with　her　child’s　sleep

patterns　．

　Results：2，095　mothers　responded　（72．80／o　of　those

surveyed）　．　We　found　a　positive　／correlation　between　chil一
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dren’s　early　bedtimes／delayed　wake－up　times　and　moth－

ers　feelings：　“1　have　no　mental　stress”（children　aged

12，20）　，　children’s　early　bedtimes／wake－up　times　and

mothers　feelings　：　“1　have　fun　playing　with　my　child”

（children　aged　42，　54　months）　．

　　Conclusion　：　We　found　there　was　a　strong　relationship

between　‘children’s　early　bedtimes’

attitudes　of　their　mothers　．

and　the　fee1血gs　and

（Key　words）

bedtirne，　wake－up　time，

child　relationship

sleeping　patterns，　mother一
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